



並 木 信 明＊
「エピマネス／四獣一体」（“Epimanes/Four Beasts in One,”１８３６）は，
エドガー・アラン・ポーが詩から短篇小説に創作の軸を移し始めた頃に創
作された最初期の短篇の一つで，構想のまま終わった短篇集『フォリオ・



























に短篇集『グロテスクとアラベスクの物語』（Tales of the Grotesque and Ara-
besque）に収録されたときの題は「エピマネス」であったが，１８４５年に『ブ
ロードウェイ・マガジン』（Broadway Magazine）１２月号に掲載されたと


















































































































































































































































































































































































































































































“‘Prince of Poets,’‘Glory of the East,’‘Delight of the Universe,’and














































































































描く「壜の中の手記」（“MS Found in a Bottle,”１８３３）も，また北海の大
渦／カオスに飲み込まれそうになる体験を描く「メエルシュトレエムに呑
























land Magazine の編集者 Joseph T. Buckinghamと Edwin Buckinghamに対して，
この作品が ’Eleven Tales of the Arabesque’という短篇集の一つであり，この短
篇集は文学クラブの会員１１名が自作を朗読し，それを皆で批評する構成になって
いると説明し売り込もうとしたが採用されなかった。この短篇集の構想は１８３１年
末以前に出来ており，やがて“The Tales of the Folio Club”の名のもとに集約さ
れ，１８３６年くらいまでポーの手紙などに言及されるが，結局当初の文学クラブの
構想は挫折し，１６篇まで膨らんだ短篇は，１８４０年，第１短篇集の Tales of the Gro-
tesque and Arabesque に収録・出版された。
２）“Epimanes/ Four Beasts in One”の引用はすべて Thomas Ollive Mabbott編 Col-
lected Works of Edgar Allan Poe : Tales and Sketches, 1831―1842 （Cambridge : the




















５）F. A. Wright, ed. Lemprière’s Classical Dictionary of Proper Names Mentioned in An-




















nales veteris testamenti, a prima mundi origine deducti（“Annals of the Old Testa-
ment, deduced from the first origins of the world”，１６５０）と Annalium pars postierior
82
（１６５４）において発表された「アッシャー年代記」には，真実を求める彼の思いが
籠められている。（Cf. Wikipedia, “James Ussher”, http : //en.wikipedia.org/wiki/
James_Ussher）。なお，ハーヴァード大学教授 Stephen Jay Gouldのアッシャーの
研究論文，“Fall in the House of Ussher”（Natural History 100（November 1991）：
１２：２１）は，アッシャー年代記とポーの関係を暗示している。また紀元前１７５年を
アッシャー年代記で正確に言うと３８２９年となる。
１７）George Gordon Byron, Childe Harold’s Pilgrimage（１８１２）の Canto III，４６より。
















２３）この「寺院を引き裂け／太陽をかき消せ」（“So tear down the temples,/ And put
down the sun! ”）にはイエス・キリストの最後の場面のエコーがある。
エルサレムに入城したイエスは弟子たちに神殿を指して，「はっきり言っておく。
一つの石もここで崩されずに他の石の上に残ることはない。（“verily I say unto you,
There shall not be left here one stone upon another, that shall not be thrown





中から裂けた。（“And it was about the sixth hour, and there was a darkness over all
the earth until the ninth hour. And the sun was darkened, and the veil of the temple




図１と２ 以下の図書より写真コピーした。Cassas, Louis François. Voyage pittoresque
de la Syrie, de la Phénicie, de la Palestine, et de la basse Égypte. A Paris : Imprimerie de
la République, An VII［ca１７９９］．なお，複写を許可して下さった東京大学付属図書
館には感謝申し上げます。
図３ 荒俣宏『世界大博物図鑑』第５巻「キリン」（平凡社，１９８８年），p．３１４。
原画はイギリスの著述家エドワード・トプセルの『四足獣の歴史』（１６０７）より。ト
プセルは科学的記述に俗説も加えている。
図４ 筆者の写真。
